
研究概要、研究成果等
人間の生活圏と海洋生態系との境界にあたる極浅海域に立地する緩衝植生帯（海草・大型海藻

類・マングローブ等）が、海洋生態系への人間活動の影響を緩和して生態系を保護する機能がある
ことを、サンゴ礁の場合を事例として実証した（図１）。緩衝植生帯、特にアマモ場のような海草
藻場には、人間生活圏から流出する過剰な栄養塩・汚濁物質・有害微生物等を除去する機能がある
ことを様々な実験と現地調査によって立証するとともに、その効果の大きさ・速さを評価した。ま
た海草藻場やマングローブには、堆積物の巻き上がりを抑制して水質を清澄に保つ働きがあること
を示した。この働きにより、緩衝植生帯はまた、堆積物中に貯留されるブルーカーボンを保護し増
加させることを通して、気候変動緩和と酸性化防止にも貢献していることが示された。
本研究ではまた、緩衝植生帯のこのような有益な働きを可視化して、生態系の保護と再生のため

に生かしていく方法を具体化させるために、実際の自然生態系における緩衝植生帯の働きを時空間
的な広がりの中でシミュレートすることができるモデルを開発した（図２）。

環境政策等への貢献
緩衝植生帯の機能は海洋環境の保全と再生のためのNature-based solutionsの一つとして活用が

期待されるが、人間の生活圏に近接していることから、環境政策上は植生帯をOECMに指定して管理
することが現実的である。従来から行われている流域単位での陸域側の環境政策を海域側に拡張し、
より綜合的で一貫した景観管理を構想し実現するために、緩衝植生帯の機能を計画的に組み入れる
ことは、生物多様性促進や資源管理の観点からも望ましい手法と言える。
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図1.サンゴ礁とそれに伴う緩衝植
⽣帯（海草藻場・マングローブ）
の分布断⾯図。緩衝植⽣帯はサン
ゴ礁の陸地側に発達するので、陸
地からの流⼊負荷がサンゴ礁に及
ぶのを防ぐことができる。

図2. 本研究で開発したシミュレーショ
ン・モデルMarine CoMET（⽯垣島のサン
ゴ礁の事例）。海流や波浪等、海洋の動
きを詳細に予測できるモデル（右上の
COAWST）をベースとして、陸域からの
物質負荷を予測するモデル（左下の
LAND）とサンゴ礁や緩衝植⽣帯の⽣物
としての応答を予測するモデル（下の
ECOSYSTEM）を統合した上で、本研究の
観測や実験の結果を組み⼊れることによ
り、緩衝植⽣帯の働きを正確に可視化す
る。また緩衝植⽣帯が消失したり再⽣し
た場合に⽣態系にどのような影響がもた
らされるかを予測することができる。


